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　E群サルモネラの0抗原の変換については，
Bruner＆Edwards（1948）Dが抗血清によりS．
anatum，　S．　melehgridisの0抗原が3，10一＞3，15
への抗原変換を起すことを報告したのが最初で，
次いで植竹・小原2），小原3）はS・newington，　S，
new　brunswickの0抗原が抗血清により3，15一＞
3，10への抗原変換が起ることを報じた。その後
小原3）の実験は，さらに追試確認されるととも
に炉7、，小原の得た抗原変異株の0抗原が原株の
抗原’構造へ復元できることも確かめられ，また抗
原変換の機転も攻究されたJ「）・s）・9’。即ち3，15→3，10
の抗原変換は，desoxyribOn　lcleic　acidによる
transformation（肺炎双球菌10）一lrD），大腸菌16），イン
フルエンザ菌17）’L’t），髄膜炎菌等23）の抗原変換）と
は異なりゾウリ虫2“），ナルモネラに於るH抗原の
変異2Jt「　・　”’　33）に類似していることが指摘された5）β）・9）。
　ところが1952年Zinder＆Lederberg’i4）は
transductionという新しい現象を報告し，その討
論の中で前記のBruner＆Edwardsの報告をあ
げtransductionに関連がありはしまいかという想
像を述べたが，翌1953年井関・酒井はS．Iondon，
S．　give，　S．　anatum，　S．　newington，　S．　new　brun－
swick，　S．　selandiaを用いて，われわれの実験成
績を追試承認するとともva？）　3，10→3，15の抗原変　　’
換がbacterophage（E2群の菌から得られた）の感
染により起ると発表した：15）。これはtransduction
と関連があり極めて重要なことなので，われわれ
もこの問題を広範囲にわたり追究し，現在も研究
中である。
　即ち中川は井関等の所見勤を追認するとともに
これを拡大普遍化し，サルモネラE2群の菌は一
般に1ysogenicであり，これから得られたphages
はE」群の菌に感染を起し，その一部の細胞を，
lysogeniZeすると同時に3，10→3，15への抗原変
eeこの研究には文部省科学研究費の補助を受けた（植竹）。
　本論丈の要旨は第27回日本系ili菌学会総会（1954年4
　月）；第32回北海道医学会大会（1954年6刀）；日本細
　菌学雑誌9，682（1954）に発表した。
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換を起させるし，またナルモネラE1群の菌は一
般にE、群の菌から得られるphageに対して感受
性をもつていることを報告しt．e31）一4n。
　著者は上述の中川の実験と関連してサルモネラ
E3群の菌の0抗原の変異を担当し，　E，群の菌か
ら得たphagesを用いS．　chittagong（1，3，　10，19：
b：Z5なる抗原構造をもつ菌でF．　Kauffmannに
よれば動E3群に分類されているが，その抗原構造
からはE】群とE、s群の抗原を合せ持っている），　S．
senftenberg－simsbury，　S．　niloese，　S．　senftenberg
HS1，　HS10，　HS20及び87Aa’（伊勢43），”　4e｝）3：9，　s，　t一）
について抗原変換を試みた。ナルモネラE3群の
菌についてのbacteriophageによる0抗原変換
は井関等によって試タられているが，E2群菌株の
自家融解液をもつて試みた成績では抗原の変換が
認められなかったという：SO＞。
　しかし面面の実験結果ではS．chittagong及び
87Aaノではphagesのみにより1，3，10，　19一一＞3，15
及び3→3，15の抗原変換を認めることができS．
senftellberg　simsbury，・S．　ni！oeseではE2群がら
得たbacteriophageと抗1，19因子血清を同時に
作用させることにより1，3，19一一＞1；　3，15，19の抗原
変換を認めることができた。．
　以下これらの実験成績について詳細を順を追っ
て．記述するが急報においてはS．chittagongの抗
原変換並びにその復元実験について述べる。
実験材料及び実験方法
1．使用菌株：サルモネラE1，E2，　E3群の菌株はすべて
国際標準株でEK：auff　nannから日本腸内細菌委員会に
送られ，そこから分与をうけたものである。
　2．0抗原及びH抗原の決定：適当に稀釈した吸収血
清を用いてスライド凝集反応でしらべ，試験管内凝集反応
及び交叉吸収試験を行って確めた。
　3．冤疫血清＝0血清もH血清も通常の方法に従って
調製した47）一’48＞。
　4．Phage：lysogenic　cellsの自家融解液またはl
Iysogenic　cellsと感受性菌との混合培養により得られた。
　即ち自家融解液はIysogenie　strain．の37℃，24時闇寒
天培養から生理的食塩水で約30mg／m¢の割の菌浮游液を
作り 37℃，48時聞おいて遠心沈澱により菌体を除き，上
清をChamberland　L3で濾過したものを自家融解液とし
た。．混合培養の時は37℃，24時間ブイヨン混合培養を遠心
沈澱し，その上清をChamberland　Lsで濾過した。また
必要のときはこの濾液を加えたブイヨンに更に感受性菌を
培養し，その濾液を得，また同様の操作を繰返えすように
して力価の強いphage浮游液を得るようにした（以下増強
phageとい5）。　phage液は無菌なることを確iめてから使
用した。
　5．Phageによる抗原変換の誘導二phage浮游液とブ
イヨンを3：7の割に混合し，その1m¢ずつを小試験管に
分注しその中に菌を培養毎日新しく継代培養した。適当な
間隔をおいてこれらの培養から寒天培地に塗抹培養を行
い，生じた個々の集落を因子血清でしらべた。必要ある場
合にはPeterfi型のmicromanipulatorを用いて単個培
養を行った。
　6．溶菌斑数の計算：寒天重層法によった49）．
　7．抗血清による抗原変換：S．newington　O　1血清また
はS．new　brunswick　O血清をS，　londonで吸収して抗
15因子血清を作った。
　15因子を有する抗原変換株を抗15因子通1清幽ブイヨン
13）　Austrian，　R．：　」．　Exp．　Med．　98，　21（1953）．
14）　MacLeod，　C．　M．　＆　Krauss，　M．　R．：　J．　Exp．　Med－
　　97，　767　（1953）．
15）’　Hotchkiss，　R．　D一：　Phosphorus　Metabolism．　426，
　　439（1952）．
16）　Boivin，　A．　et’　al．：　C．　r．　Soc．　Biol．　221，　646，　718
　　（1945）；　Experimentia，　1，　334　C1954）；　Cold　Spr．
　　Harb．　Symp．　Quant．　’Biol．　12，　7　（1947）．
17）　Alexander，　H．　E．　＆　Leidy，　G．：　Proc．　Soe．　Exp．
　　Biol．　＆　Med．　73，　485（195e）．
18）　Alexander，　H　E．　＆　Leidy，　G．：　Proc．　Soc．　Exp．
　　BioL　＆　Med．　78，　625　（1951）．
19）　Alexander，　H．　E．　＆　Leidy，　G．：　J．　Exp．．Med．　93，
　　345　（1951）．
20）　Leidy，　G．，　Hahn，　E　＆　Alexander，　H．　E．：　J．　Exp．
　　Med．　97，　467（1953）．
21）　Zamenhof，　S．，　Alexander，　H．　E．　＆　Leidy，　G．；　J．
　　Exp．　Med．　98，　373　（1953）．
22）　Alexander，　H．　E，，　Lejdy，　G．　＆　Hahn，　E．　：　’　L．　Exp．
　　Med．　99，　505　（1954）．
23）Alexander，　H．　E．＆Leidy，　G．＝　工Exp．　Med．97，
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　　19，　396（1949）．
25）　Bruner，　D．　W．＆’Edwards，　P．　R．：　J．　Bact．　42，　467
　　（1941）．
26）　E）dwards，　P．　R．　＆　Bruner，　D．　W．　：　J．　Bact．　44，　289
　　（1942）．
27）　Edwards，　P．　R．，　Moran，　A．　B．　＆　Bruner，　D．　W．　：
　　Proc．　Soc．　Exp．　Biol．　＆　Med．　66，　230（1947＞．
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?
の中で培養し，毎日新しく継代培養した。適当な間隔をお
いてこの培養から塞天培地に塗抹培養し生じた集落を因子
血清でしらべた。
＆　抗原攣換株のlysogenicityの楡査：
　1）単個培養で得た菌を用いて自家融解液を作り，その．
溶菌力は溶菌斑数の計算及び自家融解液加ブイヨン中での
E∫群の菌の培養の漏濁度によってしらべたブイヨン培養
の凋濁度は，24時雨ブ■ヨン培養したものを，生理的食塩
水で5倍に稀釈し，DF－II型島津光電比色計を用い，波長
510mμで測定された。
　2）自家融解液についてEゴ群の菌に抗原変換を起させ
る能力の有無もしらべた。
　3）単個培養で得た原株，変異株，復元株の各菌が理群
の菌から得たphage．に対して免疫であるか或は感受性が
あるかをもしらべた。
実験成績
1．S．　chittagongの抗原墜換
　1．E2群bacteriophageによる・　S．　chittagong抗原紙
幅株の獲得：前記の方法に従って作られたS．newington
から得られた自家融解液加ブイヨンに．S．　chittagongを培
養し，毎日新しく継代培養した。この培養から寒天培地に
塗抹培養し，生じた集落について抗1，19因子血清，抗15
因子血清，抗10因子血清を用いてスライド凝集を行って
検査した。
　その結果論2代目培養からの集落28個中2個に抗1，1♀
因子血清及び抗10因子血清に凝集せず抗15因子血清に擬
回する変異株が得られた。また第3代目培養からの集落で
は8個中3個が同様の変異株であった。
　またS．canogaから得られた増強phageを用いて同様
の実験が行われたが，第1代目の集落では10個中7個，第
2代Rの集落では10個中8個に同様の変異株を認めた。
　これらの抗15因子血清に凝集する変異株の1つIL　197A
株と記号を付した。
　S．newingtonから得たbacteriophageによる変異株と
S．canogaから得たbac七eriophageによる変異株は区別
して保存された。以下の実験において用いられる197A株
とはS．canogaのbacteriophageにより獲得された変異
株である。
　2．197A株のO抗原に關する定量疑集：反懸及び吸牧試
験：サルモネラ各群の代表的d血清を用いてスライド凝
集反応でしらべた結果では197A株as　O抗原構造は3，15
と推定されたが，これに次に記す定量凝集反応及び吸収試
験の結果から裏イ・［けされた。
　変異株である197A株はTable　1に示すように，未吸収
のSgive　O血清，　S．　newington　O血清及びS．　niloese　O
血清のおのおのと凝集価，またはそれに近い価まで擬集を
示している。またS．paratyphi　A　O血清には原：株のS．
chi七tagongは他のE3群菌株と同程度まで凝集しているの
に反し，197A株は凝集を示さない。　S．　give　O血清，　S．
newington　O血清及びS．　niloese　O血清のそれぞれより
抗3凝集素を吸収して定量凝集反応を行うと，Table　2に
示すように抗15因子血清では凝集するが抗10因子血清及
び抗1，19因子血清では凝集しない。原株のS，　chit七agong
はこれと反対に抗15因子血清では凝集せず，抗10因子血
清及び抗1，19因子血清で凝集を示す。従って197A株と
原株とは0抗原を異にすることが窺われる。他方Table　1
で197A株がS．　niloese　O血清と凝集を示したのは3抗原
の存在によることが知られる。
　S．give　O　1血清，　S．　newington　O血清及びS．　niloese　O
血清のそれぞれを197A株で吸収’して得た血清を用いて定
量凝集反応を行った成績がTable　3に示されている。この
表で明かなように197A株は3，15各因子に対する凝集素
を含んでいるS．　newington　O血清より凝集素を残りなく
29）　Bruner，　D．　W．　＆　Edwards，　P．　R．　：　J．　Baet．　55，　137
　　（1948）．
30）　Brun’er，　D．　W．：　J．　BacU　57，　387（1949）．
31）　Edwards，　P．　R．：　」・　Baet，　59，　135（1950）．
32）　Bruner，　D．　W．　：’　一　」．　Baet．　64，　138（1952）．
33）Bruner，　D．　W．：J．　Bac七．65，222（1953）．
34）　Zindet，　N．　D．　＆　Lederberg，　」．　：c　J．　Bac’t．　64，　679
　　（1952）．
35）井関・酒井：医学と生物学28，193（1953）、
36）中川・他：日本系皿菌学会誌9，468（1954）．
37）植竹・他：北海道医学雑誌29，48（1954）．
38）　ヰ直竹顧・仙：　　日本系π1菌三尉套誌　9，682（1954）．
39）　中Jei：　　日本系i自註学雑誌　10，　363　（1955）．
40）植竹。他：　J．Bact．69，51（1955）．
41）　ホi血屑『；　　口叛医学　24，214　（1955）．
42）　Kauff‘mann，　F．：　Enterobacteriaceae　（1954）．
43）伊勢：口本細菌学雑誌8，359（1953）．
44）伊勢：札幌医誌4，395（1953）．
45＞伊勢：札幌医誌5，14（1954）．
46）伊勢：札幌医誌5，161（19．54＞．
47）小島・八田＝食物中毒菌（1941）．
48）　Edwards，　P．　R．　＆　Bruner，　D；W．　：　Serolog．　ldenti－
　 fication　of　Salmonella　Cultur　（1942）．
49）伝研究学友会；系ili菌学実習提要（1952）。
50）佐々木・中川（未発表）・植竹・他：
　　（1952）．
51）佐々木・伊勢（未発表）・植竹・他：
　　（1952）．
52）伊勢：札幌医誌与，101（1954）．
53）中川：札幌医誌5，220（1954＞．
54）秋葉：．日本細菌学雑誌掲載予定．
遅駆系田菌学院誌7（特）
口恥系田菌学雑誌7（特〉
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，　　Taわle　1．　　‘‘O’，　Tenbe　Zlgg♂％拓ηα椀。物
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Note：　Figures　indicate　highest　dilution　at　which　agglutination　oeeurred．
　　　　　　‘‘0’，indica七es・no　agglutination　at・1　to　80．
　　　　　　　　　　　　　　　　　’　Table　2．　“O”　Tzebe　A．qglutination　’
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S．chi七tagong
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　　　　　　サ
S．．give
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S．　newington　1　S．　niloese87Aa’
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｝51
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Table　3．　AbsoTption　of　“O”　SeTums　Against　S．　give，　S．　nezvington
　　　　αnd　S　nigoese漉ん197Aαnd　o吻inα1　S．　chit吻ong
Agglu七inogen
S．　london　1446
S．　give　316
S．　butantan
S．　vejle
S．　meleagridis
“O”　serum
S．　give S．　newingtonS．　niloese S．　chitta－　gongAbsorbed　with
S・　chitta－
　gp．n－g一
S．　newington　CL）
S．　selandia　7482
S．　eambridge
S．　kinshasa
鼠canoga
S．　senftenberg　HS－1
S．　niloese　1236
S．　senftenberg　simsbury
S．　chittagong
197A
197A
320
320
320
320
320
320
S．　chitta－
　g．oLn－g．
640
640
640
640
640
640
197AS．chi七ta－
　g．g．g
197A
640
640
1280
640
197A
320
320
320
640
640
640
640
Notes　are　the　same　as　in　Table　1．
吸収してしまうことが判る。従って197A株は3，15抗原
を有すると考えられる。
　一fi　10因子に対する凝集素を含んでいるS．　give　O血
清及び1，19因子に対する凝集素を含んでいるS．niloese
O血清を197A株で吸収するとおのおの抗10擬集素，抗
1，19凝集素が残る。
　またS．chit七agong　O血清を197A株で暖収して定量：凝
集反応を行うとTable　3右端に示めされているように抗10
凝集素，抗1，19凝集素が残ることが知られる。
　以上の結果からみて197A株は0抗原として3，15を有
しているものと考えられる。し
　3．197A株0冤疫血清による凝集：反回及び吸牧試験：
197A株により家兎を免疫して得た197A株0血清は，
Table　4　｝L示したよ5に，サルモネラEi，　E．・，　E3各群の菌を
強く擬集す．る。
　この血清を原株であるS．chit七agongやS．　london或は
S．niloeseで吸収するとS．　newington，　S．　cambridge，　S．
kinshasa及び197A株の擬集が残る。これは抗15凝集素
の残ることを示すものである。これに対してS．newington
で吸収すると抗体は完全に吸収されてしまう。
　これらの成績は197A株が0抗原としてS。　newington
と同じ3，15抗原因子を有することを示すものである。
　4．197A株．H冤疫血清に関する定量凝集：反雁及び吸牧
試験：原株S．chit七agongのH抗原はb：z35である。
スライド凝集反応を行った結果では197A株のH抗原構造
はb：Zauと，各種H並1清を用いて判定されたが，これは
次の検査でも確められた。
　S．　chittagong　OH血清による197A株の凝集反応成績は
Table　5に示してある。
　S．10ndonとS．　niloeseで吸収し，　H凝集素としてb：
獅のみを含む血清により197A株ほ原株と同様に高い凝
集を示している。
　S．chi七tagong　OH』血清をS．　londonとS．　newingtonで
吸収しさらにS，paratypi　Bで吸収すると抗z晒凝集素の
みを含む1血清が得られるが，この血清でも197Al　e＊原株
同様の凝集を示している。
　S．chit七agong　OH血清を197A株で吸収すると凝集素
は完全に吸収しつくされる。
　以上の成績から197A株のH抗原は原株S．　chitta即ug
のH抗原と同様であると考えられる。
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　5，197A株OH免疫血清による凝集：反慮及び吸牧試験：
197A株OH血清をS，　newingtonで吸．収しH血清として
定量凝集反応を行った結果がTable　6に示されているがb
をH抗原として持っているサルモネラ各群の菌は何れ．も
高い擬集価を示している。
　197A株OH血．清をS．　newington．とS，　paratypi　Bで
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．吸収した血清では，bのみをH抗原として持っているサル
モネラ各群の菌は擬集を示さないがb：．z35をH抗原とし
てもっている原株S．chittagongは凝集を示した。このこ
とから197A株OH血清はH擬集素b：z3Sを含むものと
考えられる。また197A株OH血清をS．　chittagongで吸
．屈するとその凝集素は完全に吸収しつくされる。
Table　4．　Absorption　of　Anti－197A　“O”　Serum　with　S．　london，
　　　　　S．new吻魏αnd　S．　nitoeseαnd　S．0ん¢伽9侃9
Agglutinogen
S．　london　1446
S．　butantan
S．　newington　C］
S．　cambridge
S．　kinshasa
S．　senftenberg　HS－1
S．　niloese　1236
S．　senftenberg　simsbury
S．　chittagong
197A
Anti－197A　“O”　serum 鹸
Absorbed　with
2560
2560
2560
2560
2560
2560
2560
2s60
S．　london
640
1280
1280
，1，　s，
2560
2ら60 1280
S．　newingtonS．　niloese
640
640
640
640
S．　chittagong
1280・
1280
1280
1280
Notes　are　the　same　as　in　Table　1．
Table　S．　“H”　Tube　agglutination　of　197A　Strain
Agglutinogen
S．　paratypi’　B　8006
S．　abortus　bovis　21960
S．　schleissheim　13
S．　hvittingtioss
S．　kirkee
S．　chittagong
　　197A
　　197Aa
S．　niloese　1236
S．　london　1446
H　antigens
b：　1，2
b：e，n，x
b：一
b：　e，　n，x
b：　1，2
b：　z6
Anti－Sehittagong　“H”　serum
Absorbed　with
S．　london
S．　niloese
S．　london
S．　niloese　197A
20480
10240
20480
5120
5120
20480
10240
10240
d：　z6
1，v：　1，2
S．　london
S．　niloese
S．　paratypi　B
3M
320
320
Notes　are　the　＄ame　as　in　Table　1．
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　即ち．197A株とS，6hittagongのH抗原は一致し，1♀7A
株はS．chittagongと．同ttセr一．　H抗厚としてb：zsoを有し
ていることが判る．。
II．197A株の復元実験
　前述のようにS・chittagong（，1・　3・　10・　19：b＝　z；　ro＞の変異
株である197A株は3，　15：b：z35と示さ．2zる抗原構造を有
Table　6．
．札擁医誌1955
1 ていることを知？た。それで著者に抗15因子血清を作
用させることによ．り197A株のO抗原がいかに変換するか
を検査したところ，3，15→1，3，　10，1臼なる変換カミおζり．0
抗原が全く復元することが確かめられた。以下その成綾に
ついて記述する。
，1．抗血清加ブイヨンによる復元三山：三田因子血清
AbsorPtionげ」．剛一197五“H”Sθγ㈱漉’ん8・0履‘α9伽9
　　　　　　　αnds．　Pαγ吻piB
　　．
Agglutinogen
S．　patratypi　B　8006
S．　abortus　bovi＄　21960
S．　sehleissheim　13
S．　hvittingfoss
S．　kirkee
S．　chittagong
　　197A　一
　　197Aa
S．　newington　C2
H　antigens
b：　1，2
bie，n，x
b：一
b：　e，　n，x
bi：　1，2
b；　zss
e，　h：　1，　6
An七i－197A　OH　serum
Absorbed　with
S．・　newington
5120
10240
5120
5120
5120
10240
20480
10240
S．　newington
S．　ehittagong
S．　newington
S．　paratypi　B
1280
2560
1280
Notes　are　the　same　as　in　Table　1．
Table　7．　“O”　Tube　Agglutination
Agglutinogen
ら
S．　london　1446
S．bu七an七an
S．　newington　CL，
S．　cambridge
S．　kinshasa
S．　niloese　1236
S．senf七enberg　simsbury
S．　ehittagong
197A
197Aa
“O”　serum
S．　london1S．　newington S．　niloese’ S，　chitta－
　gongAbsorbed　with
s．　niloese　1　lg7Aa　1　s．　niloese　1　lg7Aa　i　S．　london197Aa197Aa
Anti’gens　tested
10 J 15 f 1，　19 1 」
320
320
320
320
640
1280
640
1
640
640
640
640
1280
2560
640
1280
Notes　are　the　same　as　in　Table　1．
7巻2／3号 秋葉 サルモネラにおける抗原の人工変換．VII 103
Table　8．・4ろ80聯伽（～f　Anti－197Aα“0”Ser．襯we：th　S．　lon．dcm，
　　　　　Sηθ幅箆9伽侃dS．翻0θSθαnCl　S・σ痂伽90吻
A．gglu七inogen
S．　london　1446
S．　give　316
S．　anatum　293
S．　newington　C，，
S．　selandia　7482
S．　new　brunswick　5411
S．　senftenberg　HS－1
S．　senftenberg　simsbury
S．　ehittagong
197A
197Aa
∠～η些i二197イL母　’．‘Q：二一呂βrum．．
Absorbed　wjth
2560
2560
’2560
2560
2560
2560
2560
2560
2560
2560
2560
S．　london
1280
1280
640
ユ280
S．　newington
3ac
320
320
1280
1280
640
工280
S．　niloese
160
160
160
b
S．　chittagong’
160
320
Notes　are　the　same　as　in　Table　1．
Table　9．　Bioehemical　BehavioTs
Strain
S．　london　1446
S．　newington　Cs
S．　canoga
S．　senftenberg　HS－1
S．　niloese　1236
S．　chittagong
　　　”
197A
197Aa
Medium
Peptone　water Bitter’s　medium
Containing
??。??
?????????。 ??
?????【????【???【?????????????? ??。???????? ???? 〈
? 。?』???
十　十　十　十　十　十　十　十　十　十　一　一　一
十　十　十　十　一　十　十　十　十　十　一　一　一
十　　十　　十　　十　　一　　一　　十　　十　　十　　十　　一　　一　　一
?。????』????
?。?。??
??。???
十． m　十　十
????????
十　　十　　十　　十　　一　　一　　十　　十　　十　　十　　一　　一　　一
十　　十　　十　　十　　十　　一　　十　　十　　十　　十　　一　　一　　一
十，十　十　十　十　十　十　十　十　十　一　一　一
十　十　十　十　十　十　十　十　十　十　一　一　一
十　十　十　十　十　十　十　十　十　十　一　一　一
????????
＋　＋　＋　一一
十　十　十　十
十　十　十　十・
Notes：　The　observations　were　continued　for　30　days．
　　　　　＋　indicates　positive．
　　　　　一　negative．
　　　　　±　weakly　positive　reaction．
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はS．newington　O血清をS．　niloeseで吸収して得られ
た。これを血清濃度が10倍稀釈となるようにブイヨンに
加えてからChamberland　L3で濾過しノ」・試験管に1m¢宛
分注し，これVL　197A株を培養した。毎日新しく継代培養i
するとともに，他方塞天培地に塗抹培養し生じた集落につ
いてしらべた。
　その結果第5代目培養からの集落20個申1個に抗15因
子血清に凝集せず抗10因子血清，抗1，19因子血清に凝集
する菌株を見出した。eg　6代目培養からの集落からほ集落
10個中2個に同様の菌株が得られた。
　これらの菌株中門6代日培養からの1つに1田Aa株と
記号を付した。
　2．197Aa株の0抗原に関する定量疑集：反雁及び吸出
試瞼：スライド凝集反応から197Aa株のO抗原構造は1，
3，10，19と推定されたが，これをさらに確かめるために定
量擬集反応及び吸収試験が行われた。その成骨『がTable　7
である。
　197Aa株とS．　chittagongはS．　londonの0血清をS．
niloeseで吸収した抗10因子血満に凝集価まで凝集するが
197A株は凝集を示さない。
　S・newington　O並巳浩’をS．　niloeseで吸収した抗15因
子血肝では197Aa株とS．　chittagongは凝集を示さない
が197A株は凝集を示す。
　S．　ni　loese　O血満をS．　londonで吸収した抗1，19因子血
清では197Aa株とS．　chi七七agongは凝集を示すが，197A
株は凝集を示さない。
　一方S．london　O血浩とS．　niloese　O血清は197Aa株に
よって完全に凝集素を吸収されてしまうが，S．　newington
O1血清は197Aa株で吸収しつくされず抗15凝集素が残る。
　またS．chittagong　O血1清を197Aa株で吸収すると凝
集素を完全に吸収しつくしてしま．う。
　以上の結果からみて197Aa株は0抗原として197A株
とはことなり197A株の原株であるSl　chittagongに一致
するものと考えられる。
　3．197AaO菟疫血清による凝集友雁及び吸牧試瞼：
197Aa株0血清について凝集反応及び吸収試験を行った。
その成績はTable　8に示した。
　この0血清はサルモネラE1，　E，］，E3各群の菌を強く凝集
する。またS．10ndonで吸収するとE3群菌株の凝集が残
り，S．　newingtonで吸収するとEI群とE3群菌株の凝集
が残る。さらにまたS．niloeseで吸収するとE1群菌株と
S．chittagongの凝集が残る。賦払S．　chittagongで吸収
すると完全に吸収しつくされてE晶群の菌のいずれとも
凝集しなくなる。これらの成緻ま197Aa株がS．　chitta－
gongと同じ抗原構造を有し，197Aa株がS．　chi七tagong
へ復元したことを示すものである。
　4．197Aa株のH抗原＝197A株のH抗原は原株S．
chittagongのH抗原と変りなく（b：z35）であることは既
に述べた。197Aa株のH抗原も原株と変らないことはスラ
イド擬集反応によってしらべ，そのH抗原がb：z35であ
ることをたしかめた。定量凝集反応及び吸収試験は行わな
かった。
IIL　変異株，復元株の生物学的性｝伏
　変異株197A株，復元株197Aa株ともに原株S．　chitta－
gongの生物単的性状と変りなかった。その成経はTable
9に示した。
lV．　抗原変換株のlysogenicityの楡査
　EI群の菌株はE2群のphageの感染をうけて3，10→3，15
の抗原変換を起すと同時にlysogenizeされることが報ぜ
られているf，r）・畷）。著者の場合でも類似のことが当然予想
されるのでS．anatumを標示菌株として以下の検査が行
われた。
　1＞197A株の自家融解液にはphageが証明され，これ
はS．ana七umに溶菌斑を形成するし，またその抗原を3，
10→3，　15と変換することが認められた。
　2）ところが原株S．chit七agongもまた復元株197Aa
株も自家融解液にphageが証明され，これらもS．　anatum
を溶菌する。しかしこの場合には3，10→3，　15の抗原変換
は証明されない。
　3）上の成績からみると3株とも1ysogenicである点は
同じであるが，197A株は原株及び197Aa株と異なる
phage（E2群phage）で1ysogenizeされていると予想され
るが，この点は次の実験でもはっきり確かめられた。
V．原株S．chittagongと変異株197A及び復元株197Aa
　　株のEe群にphage対する感受性
　1＞Eコ群のS．canogaから得たphagesを作用させて
みるとS．chi七tagong原義と197Aa株とでは溶菌斑が形
成されるが197A株では形成されない。
Table　10．　Suseeptibilit写〔ゾS．　chittαgong，
　　197A　and　197Aa　Strains　to　phage，s
　　　　　obtazned　from　S．　canoga．
Strain
s．　anatum　293　1
S．　chittagong
　　197A
　　197Aa
Optieal　density
Broth
78．66
75．03
62．43　．
73．50
Phage－Broth
t　mixture
65．23
63，06
63．53
63．16
Note：　Figures　indieate　average　of　3　readings　as
　　　　transmission　value．
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　2）S．canogaのphageを加えたブイ『ンとphageを
加えないブイヨンの中でS．chittagongと197A株197Aa
株をそれぞれ培養し，その澗濁度をしらべた。その成鯉’は
Table　10に示したようにS．　chittagong原株及び197Aa
株ではphage加ブイヨンに培養iしたものの澗濁度が明か
にphageを加えぬブイヨン培養より低いのに，197Aa株
だけはPhageを加えても加えなくとも湖濁度に差異が認
められない。
　上述の所見は197A株がS．　canogaのphagesの感染
に抵抗をしめすことを示すものであって，197A株がE2群
phageでlySogenizeされていることの1つの根拠となる
所見である。なお197Aa株はその意昧でEg　M　Phageの
lysogenicityを失ってしまったと考えられよう。
総括並びに考按
　以上S．chittagongはE2　Ptt・一phagesの感染によ
り抗原変換をうけることが明かになったが，それ
を模型的に括めると次のようになる。
　　　　　　　P
　　1，　3，　10，　19L一．ny3，　15
　　　　　　　s
　　　P：S・newingtonまたはS．　canogaから得
　　　　　たphage
　　　S；抗15因子血清
　この際H抗原構造及び生物学的性状の変異は
伴なっていない。この点は小原’t）・3、・中川，）一fi）の報
告に似ている。
　197A株H抗原及び生物学的性状が原株のS．
chittagongと同じであって，　S・newington，　S・
canogaとそれぞれ異な筍ということは，　この変
異株が確かに．S・chittagongから誘導されたもの
であって，phage浮游液中に誤って混入したS．
neWingtOn，　S．　canogaを把握したのではないこと
を示すものである。また197Aa株については抗15
血清作製のとき吸収に用いたS・10ndonを誤って
把んだのではないことを示すものである。
　従来の実験殊に植竹等3U’）・33）・35）・：IG）・中川（武）31）・31）
の報告によるとE1群の菌株は少なくとも使用さ
れた菌株は総てE2群の菌から得たphagesに感
受性があり，ユysogenizeされるとともに抗原変換
を起して，15因子を形成するように．なることが知
られている。そこで著者はEI群の菌に特異的な
10抗原因子をもつS．chittagongにE2群のphage
を作用させてみたのであるが，予想どおりphage
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の感染をうけ上記のような抗原変換を起し，且つ
同時に使用したphageによりlysoneniZeされる
ことが観察された。
この実験成績はE2群phag6の吸着するreceptor
は10因子に関係がありそうに思わせたのである
が，その後さらにしらべたところでは別報鋤に報
　　　　　　　ずるようにreceptorは必ずしも10因子そのもの
ではないことが分ってきたのである。
　第2に・この実験で注目すべきはphage感染によ
り15因子が形成されるようになるとともVz　10の
みならず1，19因子もともに証明されなくなって
しま．い復元すると10も1，　19も揃って復元してき’
た点である1これまでの成績では10因子のみが
問題になっていたが，この成績は1，19因子の形成
もE2群phageにより影響をうけることを示すも
ので，これは1っの新しい知見である。そしてこ
の成績からみて，E3群の菌に対してもE，群の
phagesを作用させてみる必要が生じてきた。
　われわれの教室ではE1，　E，，　Es山群の特異0抗
原多糖体を抽出してその単糖構成を調査報告し，
その結果構成単糖の種類は何れも同じであって，
血清学的特異性の差異は構成糖類の量的差異もし
くは立体構造上の差異に基づくのであろうと推定
したが5Q）・61）著者の実験成績も10；15；1，19各抗原
因子合成過程が類似していることを暗示している
ように思われる。
　S．chittagongのH抗原はb：z＝5であるが，（3，
10：b：z35という抗原構造の菌株は未だ分離され
た報告がない。しかし著者の実験は将来かかる抗
原構造の菌株が分離される可能性を暗示するもの
である。
　なお本実験に関連し，S．　chittagongが元来1yso－
genicであってE2群phageとは別のphagesによ
り1ysogenizeされていることが見出された．が，こ
の問題についてはまた別の機会にゆずりたい。
　　　　　　　　結　　　論
　S．chittagong　はS．　newington　もしくは　S．
canogaから得たphagesに感受性を有し，これ
ら sの感染をうけるとその0抗原に1，3，
10，19→3，15の変換を起し，同時にIysogellizeさ
t
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
れる。またこの抗原変異株に抗15因子血清を作
用させると0．抗原構造は元の構造に復帰する。復
帰した菌株は同時にE2群の菌のphageによる
Iysogenicityを消失し．ている。
札幌医’誌1955
　何れの場合にも0抗原構造の変換はH．抗原構
造の変異，生物学的性状の変異を伴なっていなが
った。
（日召禾030．2．16．受．付‘）
， Summary
　　　The　O　antigens　of　Salmonella　ch辻tagong　were　altered　in　vitro　fro出1，3，10，19　to
3，15　by　infection　with　bacteriophages　obtained　from　i　Salmonella　canoga　or　Salmonella
newington．　lt　was　also　confirmed　that　the　antigenic　alteration　was　accompanied　by
lysogenization　of　’the　cells．　The　antigens　of　the　variant　cells　were　reverted　to　priginal
structure，　1，　3，　10，　19　by　cultivating　the　variant　cells　in　br．oth　containing　anti－15　monofactor
serum，　which　was　prepared　by　absorbing　anti－S　newington　O　serum　with　S．　london．　And
the　antigenic　reversion　was　accompanied　by　loss　of　lysogenicity　’of　the　cells，
　　　In　both　caces　of　antigenic　alteration，　no　change　was　observed　in　H　antigenic　struc－
ture　or　biochemical　behaviors．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　Feb．　16，　1955）
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